
ガバナンス強化のフレームワーク 

 

当社は、サステナビリティを重要な経営課題と認識しており、業績の向上に加え、企業が社会の一員であ

ることを深く認識し公正かつ透明な企業行動に徹することが、コーポレート・ガバナンスの目的とするところ

であり、ひいては企業価値の増大とさらなる株主価値の向上につながると考えています。 

経営課題への対応に加え、コーポレート・ガバナンスの強化への取組を支える考え方を、ガバナンス強化

のフレームワークとして整理しています。 

 

＜当社におけるガバナンス＞ 

1. コーポレート・ガバナンス（企業統治） 

会社の意思決定と業務執行が株主その他の利害関係者の利益を考慮し、法令を遵守し、効率

的に実施され、会社が健全かつ継続的発展を可能にするための、取締役会による経営者に対する

モニタリング（監視）、コントロール（統制）またはそれらを実行する仕組みと定義しています。 

2. ガバナンス（インハウス・ガバナンス） 

取締役会の要請を受けて、経営者が適切に経営するために、経営者による全ての従業員に対する

モニタリング（監視）、コントロール（統制）またはそれらを実行する仕組みと定義しています。 

 

なお、上記２．ガバナンスには会社法により要請される広義の内部

統制が含まれ、その中核をなすのがリスク・マネジメントであり、その中

にコンプライアンスが含まれる構造として整理しています。 

 

 

＜当社の 3 ラインモデルについて＞ 

３ラインモデルはガバナンスとリスク・マネジメントを強力に支援しながら会社目標達成を可能にする効果

的な構造とプロセスとされ、広く認知されています。 

当社としては、以下の３ラインモデルがガバナンス強化に寄与するものと認識し、当社グループ内への浸

透を進めています。 

 

当社の 3 ラインモデル 

・第１線（事業部門） 

事業部門は、ビジネス推進に伴って発生するリスクのオーナーとして、それらのリスクのコントロール

（識別・評価・対応・監視）に対する直接的な責任を有します。 

・第２線（コーポレート部門・各種委員会を含むリスク管理組織） 

リスク管理組織は、専門性を用いてリスクに対する支援・検証・異議提唱と、リスク管理を行います。

第１線と連携する一方で、第 1 線のリスク管理の妥当性・有効性のモニタリングと報告を行います。 



・第３線（監査室） 

監査室は、社⾧直轄組織として独立的な立場で、第 1 線、第２線のリスク・マネジメントの妥当性

と有効性について、経営者と統治機関（取締役会や監査委員会）に独立して客観的な保証と

助言を行います。 

以上の３つのライン間での連携をもって、リスクの顕在化を防止し、ガバナンスを強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典:IIA の 3 ラインモデルを参考に作成 

【当社の３ラインモデル 全体像】 


